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ライオン学校伝書鳩通信 
～クリスマスにみんなに会いに行きました～ 

（H24.12.22~27） 

中遊び 

もうすでに石巻の寒さは厳しく、そのせいか子どもたちの集合もいつもよりゆっくりです。しかし、一度サポ

ートセンターに来てしまえば寒さや小雨などおかまいなしに、外で思いっきりキャッチボールやサッカーをし

て遊びます。一方、サポートセンターの中では、2 学期が終わり冬休みに入ったため、来てすぐ冬休みの宿

題に取り組む子や、通知表を持ってきて少しはずかしそうにしながら「他の人に見せちゃだめだよ」といいな

がらも他の支援者達にも見せてまわる子の姿がありました。 

お昼ごろになると次第に雨が強くなり、外で遊んでいた子どもたちもサポートセンターに入ってくるほどの

大雨で外では遊べなくなってしまいました。毎回支援 1 日目は、子どもたちが少し落ち着かずに体を動かし

たそうにしていて、室内でうまく遊ぶことができていませんでした。しかしこの日は、中でどんな遊びをしよう

か考えていると、こちらから何も言わずに、自然と子どもたちがそれぞれ周りのものを壊さないような遊びを

考え楽しく遊びをはじめます。この頃は子どもたちの成長に驚かされっぱなしです。 

昼食後はクリスマスが近いということでお

菓子セットを賭けてビンゴ大会をしました。

ビンゴで余ったお菓子をどうしようかと考え

ていたら、子どもたちから座布団取りゲー

ムをしようと提案があったので、座布団取り

ゲームをしました。座布団取りゲームでは、

「たくさん減らしたらあぶない」、「1 つしか減

らさないのはつまらない」と子どもたちが相

談して減らす座布団の個数を決めて遊びと

ても盛り上がることができました。 

夕方になって雨が上がるとまた外へ飛び出し、みんなでサッカーをしました。そして、解散の時間が近づ

いてサポートセンターに戻ると自然に振り返りをはじめます。そして帰りの際、伊豆で自分たちの手で作っ

た焼き物をもらいうれしそうに見せ合っていました。 

２日目は、サポートセンターが午前しか借りられなかっ

たので支援もお昼まででした。この日も子どもたちの集合

は遅かったのですが、前日雨のためにあまり外で遊べな

かった分を取り戻すかのように元気に走りまわります。子

どもたちがサッカーやキャッチボールなど毎回上達してい

るのを見て、ずっと見ていたいと感じました。 
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関東遠征 

９月の初め、６年生の男の子から校長先生へ「冬休みに校長の家に行くから」という手紙が届き、それか

らその６年生と４年生の男の子２人の４泊の関東遠征が計画されました。 

２３日の支援終了後、支援者と一緒に電車と高速バスを乗り継ぎ、神奈川県の校長先生のお宅へ向か

います。移動中２人は、私たちが「疲れちゃうから寝た方がいい」と声をかけても拒否し、ワクワクからか約

１０時間の移動中全く眠らずにまるで兄弟のようにずっと楽しそうに話していました。夜中の２４時頃到着し

お風呂に入りすぐに就寝。 

２日目は、校長先生の学校へ行き校長先生が本当に校長先生をしていることを確認。その後、バッティン

グセンターやレジャー施設へ行き全力で遊びました。その夜は２人の要望に答えてライオン学校の先生た

ちも集まり、クリスマスパーティーを行いました。３日目は鎌倉散策。鶴岡八幡宮や大仏へ行きました。鎌倉

では家族や友達へのお土産を真剣に選んでいる姿が印象的

でした。６年生の男の子は電車や地図に詳しく、鎌倉から校

長先生のお宅へまでの電車の乗り換えを教えてくれました。

４日目は、神奈川県の校長先生のお宅から千葉県の大学生

の家に移動です。その途中に野球体育博物館など東京見物

をしました。最終日小学生２人と大学生１人で万石浦へ。万

石浦についた２人は「なんかすごい久しぶりな感じがする」と

言っていました。この５日間とても濃い日々を過ごしてくれた

のかなと感じました。来年もまた関東へ来ることを約束して無

事２人の大冒険が終わりました。 

今回の旅行を通して、普段大勢の中とは違い、少人数で長い時間を過ごすことでなかなか聞けない２人

の日常の様子を聞くことができました。また、去年の彼らからはこのような旅行ができると全く想像できませ

んでした。彼らは私たちの考えよりはるかに速いスピードで成長しています。次の支援の時はどのように成

長し私たちを驚かせてくれるかとても楽しみです。 

------------------------------------------------------------------------------------- 
・寄付を頂いた方（11 月 25 日～12 月 31 日）敬称略 

コテージ桜亭、藤田武志、千葉順成、盛永篤郎、吉間理依 

------------------------------------------------------------------------------------- 
！寄付のお願い！ 

 今年で東日本大震災から早くも 2年の時が経とうとして

いますが、まだまだ子どもたちの生活にはさまざまな形で

震災の影響が残っています。私たちライオン学校は、本年

も継続的な支援を目指していく所存です。ご寄付のほど、

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

【活動記録】 

◯8 月 24 日～26 日 万石浦ライオン学校支援 

□支援協力者：柿本隆夫(下福田中学校)、清水睦美（東京理

科大学）、家上幸子（Ed.ベンチャー事務局長）、池田喬

(南林間中学校)、内藤順子、下新原なつみ（大野原小

学校）、今井美里、大林沙紀、古浦新司、甘利悠貴（東

京理科大学生）、藤原弘輝(光明学園相模原高校生) 

 


